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愛 西 市 の 地 酒 
新年、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

 

津島神社へ初詣に行かれると、境内

の片隅に奉納された酒樽が飾られてい

ることに気付かれると思います（写真

参照）。日本酒は、おめでたい新年の

祝いなど冠婚葬祭、そして、日頃の酒

宴に必需品です。 

これらのお酒は、愛西市、津島市、

海部郡蟹江町他にある下記８社など当

地の酒蔵で製造販売されている代表的

な銘酒です。 

特に愛西市には、山忠本家（義侠）、

青木（米宗）、水谷（千瓢）、渡辺（平勇正宗）という４社の酒蔵があり、いずれも江戸時代中後

期の創業という老舗です。当地は古くから、美味しい木曽川の伏流水（井戸水）が豊富に流れてい

ることが知られており、また、美味しい米にも恵まれた酒処です。近頃は、それぞれの酒蔵で新し

い銘品を開発されています。この機会に、愛西市産の銘酒を探してご賞味下さい。なお、銘柄によ

っては特定の酒屋さんにしか置かれていない場合もありますので、ご留意下さい。 

     ＜酒蔵名＞   ＜銘柄＞   ＜所在地＞      ＜連絡先＞ 

山忠本家酒造  （義侠）   愛西市日置町    0567-28-2247 

 青木酒造    （米宗）   愛西市本部田町   0567-31-0778 

 水谷酒造    （千瓢）   愛西市鷹場町    0567-37-2280 

 渡辺酒造    （平勇正宗） 愛西市草平町    0567-28-4361 

 長珍酒造    （長珍）   津島市本町     0567-26-3319 

 鶴見酒造    （神鶴）   津島市百町     0567-31-1141 

 甘強酒造    （四天王）  海部郡蟹江町城   0567-95-3131 

山田酒造    （酔泉）   海部郡蟹江町須成  0567-95-2048 
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尾張津島天王祭の車楽舟行事 

祝 世界無形文化遺産 
 ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の政府間委員会は、１１月３０日（日本時間１２月１日

未明）エチオピアで開催された会議で、日本の『山・鉾・屋台行事』を無形文化遺産に登録すると

決定しました。『山・鉾・屋台行事』は、国の重要無形文化財に指定されている日本全国にある３

３件の祭礼で、その中にはご当地、津島市の天王川公園で開催され、津島・愛西市が関係している

『尾張津島天王祭の車楽舟行事』も含まれています。 

決定発表が深夜だったために、また、関

係者が津島市と愛西市とにまたがるとい

う尾張津島天王祭の特異事情から、祝典は、

翌日の１２月１日午前１１時３０分より、

津島市本町の津島市観光交流センターで、

津島市の日比市長、愛西市の日永市長、尾

張津島天王祭協賛会の三輪会長、市江車保

存会の佐藤会長、津島神社の伊藤宮司他、

関係者のみなさんが出席されて、祝辞を述

べられ、くす玉割り・万歳三唱などが実施

されました。 

（左写真） 

 また、早朝の津島駅や佐屋駅では、津島市や愛西市の職員が駅を利用する市民に、新聞風のチラ

シを配布して登録を祝いました。 

 愛西市では、１２月９日から２０１７年１月２９日まで、愛西市文化会館で登録記念の展示を開

催しています。登録について各種マスコミでも取り上げられていますが、市民の理解と協力がなけ

れば、登録された意義はないと思いますので、この機会にどんな祭礼なのか興味を持っていただき

展示を見学下さい。 

また、愛知県主催で下記・記念行事としてシンポジウムなどが予定されています。 

催事名：愛知県 「山・鉾・屋台行事」ユネスコ無形文化遺産 登録記念行事 

日 時：平成 29年 1月 29日（日）午後 2時～4時 30分 

場 所：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）（名古屋市中村区） 

 

 津島市の津島神社でも、ユネスコ登録を記念して、楼門や南門などに祝

賀幕やのぼりが飾られ、御札所では小さな車楽舟や巻藁舟のフィギュアが

付いたストラップお守り『天王祭幸福守』（写真）が新しく販売されてい

ます。 

なお、愛西市観光協会では、１月２９日の「第３回あいさいフェスティ

バル」の中で、市江車に関する展示会を開催する予定でしたが、愛西市主

催の展示と重複するため、フェスティバルでは、愛西市の観光名所展とし

て展示の内容を変更させていただきます。＜３頁へ＞ 
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 その中で紹介したいのは、愛西市が愛知県最西端であること

です。ちなみに、最東端は、愛知県豊根村と静岡県浜松市天竜

区（旧水窪町）の間を流れる天竜川ですが、天竜川の対岸（静

岡県）には、ＪＲ飯田線が通っており、日本の秘境駅ベスト３

とされる小和田駅があります。駅横には、１９９３年に、皇太

子妃（旧姓・小和田）の結婚を記念して設置されたあずまやと

愛のベンチが設置されています（写真）。愛知県最西端（愛妻）

にも同様な施設があると良いと思いますが・・・。ちなみに、今年のＪＲ「青春１８切符」ポスタ

ーに使われている写真は、小和田駅の隣、大嵐（おおぞれ）駅の風景で愛知県豊根村への玄関駅で

す。 

第３回 あいさいフェスティバル 
 1月３１日は、１（いち）をＩ（あい）と読み替え、語呂合わせで、“１.３１（あいさい）の

日”、「愛妻の日」でもあり、「愛西の日」でもあります。 

２０１７年１月３１日は火曜日となりますので、愛西市観光協会が主催する“第３回あいさいフ

ェスティバル”は、１月２９日（日）に、愛西市文化会館で開催されます。 

開催内容などの詳細は愛西市観光協会などに置いてありますチラシをご覧ください。 

愛西市 の 新春行事 
２０１７年が始まり、愛西市でも新春行事が開催

されます。新年行事は旧暦に合わせて実施されるも

のもあります。２０１７年の旧暦元旦は、新暦１月

２８日（土）です。 

さて、現代のような初詣の風習が始まったのは、

明治時代中期とされます。それまでの初詣は、地元

の氏神様へお参りすることだったようで、現代の愛

西市内でも町内の氏神様で新年祭などをされる町

内がたくさんあります。 

その内、町方町の姥ヶ森社では、１月４日（水）１０時頃から“茅ノ輪神事（写真）”がありま

す。同じ日に開催される津島市にある津島神社同神事の元とされ、境内に作られた茅ノ輪をくぐる

と一年間無病息災で過ごせると信じられています。 

また、２０１７年は１月９日（月）が国民の祝日である成人の日です。愛西市としての成人式は、

１月８日（日）に開催されますが、愛西市二子町定納の白山神社では、オビシャと呼ばれる成人を

祝う祭礼が実施されます。成人となった若者が境内に組み立てられた高い櫓に登り、その上から餅

を投げます。また、別名ゴミカケ祭とも呼ばれ、投げられた餅を拾おうとする参拝者に落ち葉など

を浴びせます。この祭礼は愛西市の文化財に指定されており、２０１７年は２月１２日（日）１４

時頃に神事が開始されます。その他に、２月・３月になると、日置町の八幡神社で開催される管粥

神事、西條町の勝軍延命地蔵堂で開催される餅投げ祭、勝幡町の勝幡神社で開催されるオコワ祭、

また、津島市の津島神社では開扉祭や烏呼神事などが開催されます。愛西市内で開催される祭礼（４

頁参照）は、写真コンテストの良い題材となると思いますので、是非見学下さい。 
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～ 愛西市の観光 今後の予定 ～ 

１２月 ９日 ～ ２０１７年１月２９日（於：愛西市文化会館） 

           尾張津島天王祭 ユネスコ無形文化遺産 登録記念展示 

  １月 ４日（水） 茅ノ輪くぐり（於：町方町松川の姥ヶ森神社、１０時頃～） 

     ４～６日  茅ノ輪くぐり（於：津島市の津島神社、４日９時頃～） 

    ２９日（日） 第３回あいさいフェスティバル（於：文化会館） 

愛知県主催ユネスコ無形文化遺産登録記念行事（於：ウインクあいち） 

  ２月１１日（土） 管粥神事（於：日置町の日置八幡社、7 時頃～） 

１２日（日） 定納のオビシャ（於：二子町定納の白山神社、１４時頃～） 

           勝軍延命地蔵堂の餅投げ（於：西條町の勝軍延命地蔵堂、１６時頃～） 

２５日（土） あいさいジュニア・シニア検定（於：文化会館） 

２６日（日） 烏呼神事・開扉祭（於：津島市の津島神社、１４時頃～、１９時頃～） 

  ３月１２日（日） オコワ祭（於：勝幡町の勝幡神社、９時半頃～） 

Ｖ Ｇ １月 定 例 会 の 予 定 

集合時間：１月１５日（日）９時～    集合場所： 愛西市文化会館 

  内  容：２０１６年度下半期の事業について 

◇定例会（１２月１８日（日）９～１１時 於：愛西市文化会館、２１人出席） 

１）１月開催予定の催事について 

 ①あいち観光ボランティアガイドの会 研修会（１月１２日） 

  瀬戸市での研修会を案内し参加者を確認しました。 

 ②第３回あいさいフェスティバル（１月２９日） 

  催事への協力体制について担当分担をしました。 

２）１２月催事への参加報告 

 ①あいち観光ボランティアガイドの会 研修会（１２月９日） 

  あいち観光 VG 会主催で、横浜市の事例についての講演、参加団体からの意見交換会が開催 

され、ガイドマニュアル無料配布がありました。参加者から下記のような感想がありました。 

  ・ガイドの基本、横浜での解説内容、話し方についての実体験が参考となった。 

   また、「観光風土を作る」という考え方に共感し、他市の事例を聞いて愛西市でできる活動 

を再認識できた。 

  ・観光資源がないとされる大府市の活動、５月に発足した設楽原の活動が参考になった。 

  ・横浜の事例は観光環境が違う。西尾張一帯の広域共同活動を考えた方が良い。 

 ②あいち観光アイデアソン（１２月１６日） 

  愛知県観光振興部主催でアイデア創出検討会がありました。 

３）今後の予定協議 

 ①懇親会について・・・年度末の開催とし、希望内容を確認しました。 

 ②バス研修会について・・・日程を説明し、出欠を確認しました。 

４）その他・・・愛西市内の新春行事日程を確認しました。 

        木曽川観光船を収録したクローバーテレビで放映中の番組を紹介しました。 


